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編集後記

『西洋古代史研究jの第 10号をお届けします。寄稿者の協力を得ながらも、執筆依頼、編集、そして

校正から完成品の寄贈・発送まで一人で、やって来た編集子としては、何とか当初の目標、第 10号を刊行

することができ、感慨深いものがあります。当初はニューズレターのようなものを考えていましたが、

第2号からは京都大学大学院文学研究科西洋史学専修で古代史を学ぶ者の年次活動報告書としたため、

書き手は私と私の主宰する授業「西洋古代史演習」の参加院生、ならびにかつての演習参加者で研究を

続けておられる方々に誤られたため、書き手を得ることがまずたいへんでした。ほとんどの書き手は、

怯統ある学会誌に論文を書かねばならない若手研究者ですが、皆さん学会誌に加えて本誌のためにも寄

稿してくれ、感謝しています。今号は、第 10号を記念して、都合のつく方にはできるだけ何らかの寄

稿をしてくださるようにお願いしましたが、おかげさまでこれまでにない厚いものができましたO 前号

まで、例外的なゲスト寄稿者として、私が京都大学に招聴したり共荷研究したりした外国人研究者の寄

稿を毎号1編掲載してきましたが、今屈は寄稿が多いことを勘案してこの企画は控えました。 1研究室

の活動報告書とはいえ、本誌は学界でも認めていただけるようになったので、次年度からも新たな気持

ちで刊行を継続してゆきたいと思っています。ただ、時代状況を勘案して、次年度中には京都大学附属

問書館の学術情報リポジトリ KURENAI(http://repository.kulib.kyoto-u.ac必/)に登録して、第2号か

ら最新号までをインターネット上で読んで、いただけるようにする予定です。今後とも御一読、御検討く

ださいますようにお願いいたします。(南川高志)
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